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特
別
展

長
曽
祢
虎
徹

長
曽
祢
虎
徹

N
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N
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新
刀
随
一
の 

匠

新
刀
随
一
の 

匠

お
も
な
展
示
作
品

◎…

重
要
文
化
財

◇…

重
要
刀
剣

※
 

会
期
中
に
一
部
展
示
替
え
あ
り

　
刀
　
銘 

長
曽
祢
虎
徹
入
道
興
里
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

　
脇
指
　
銘 （
表
）同
作
彫
之
　
長
曽
祢
興
里
虎
徹
入
道

　
　
　
　
　 （
裏
）（
金
象
嵌
銘
）寛
文
元
年
八
月
廾
一
日
貳
ツ
胴
截
断
山
野
加
右
衛
門
永
久
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）

　
脇
指
　
銘 

長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹
（
当
館
蔵
）

　
短
刀
　
銘 

長
曽
祢
興
里
作
（
佐
野
美
術
館
蔵
）

◇
脇
指
　
銘 （
表
）長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹

　
　
　
　
　 （
裏
）寛
文
十
年
九
月
吉
日
（
個
人
蔵
）

◎
刀
　
銘 

長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹
（
個
人
蔵
）

◎
刀
　
銘 （
表
）住
東
叡
山
忍
岡
辺
長
曽
祢
虎
入
道

　
　
　
　 （
裏
）寛
文
拾
一
年
二
月
吉
祥
日
（
森
記
念
秋
水
美
術
館
蔵
）

◇
刀
　
銘 

住
東
叡
山
忍
岡
辺
　
長
曽
祢
虎
入
道
彫
物
同
作
〈
号 

稲
葉
虎
徹
〉（
個
人
蔵
）

　
刀
　
銘 （
表
）住
東
叡
山
忍
岡
辺
長
曽
祢
興
里
作

　
　
　
　 （
裏
）延
宝
二
年
六
月
吉
祥
日
（
刀
剣
博
物
館
蔵
）

　
刀
　
銘 

長
曽
祢
興
正
作
（
個
人
蔵
）

　
刀
　
銘 

長
曽
祢
興
直
（
個
人
蔵
）

　
阿
古
陀
形
十
二
間
鉄
錆
地
筋
兜

　
　
　
銘 

寛
永
弐
拾
年
未
二
月
吉
日
　
越
前
住
長
曽
祢
三
右
衛
門
尉
利
光
作
（
個
人
蔵
）

　
落
と
し
金
具
　
銘 

武
州
江
戸
住
長
曽
祢
才
市
元
俊
作
　
承
応
三
年
甲
午
九
月
吉
日
（
刀
剣
博
物
館
蔵
）

JR東海道本線（琵琶湖線）・近江鉄道「彦根駅」から徒歩15分
名神高速道路彦根インターから車で10分
　　　　　　　 ＊近隣の市営駐車場等をご利用ください。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

講
演
会

■
会
場
：
当
館
講
堂

■
定
員
：
各
60
名

■
受
付
：
当
日
先
着
順

　
　
　
　
　（
12
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
）

■
日
時
：
10
月
27
日（
土
）
11
時
〜
、
14
時
〜

■
講
師
：
古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

講
演
会
①   「
虎
徹
と
長
曽
祢
鍛
冶
」

■
日
　
時
：
11
月
４
日（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

■
講
　
師
：
古
幡
昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
資
料
代
：
100
円

講
演
会
②   「『
虎
徹
』
は 

は
た
し
て
名
工
か

　
　
　
　
　
　
　
　 

　―
興
里
・
興
正
・
興
久
―
」

■
日
　
時
：
11
月
10
日（
土
）
14
時
〜
15
時
30
分

■
講
　
師
：
末
兼
俊
彦 

氏
（
京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
）

■
講
演
料
：
500
円

彦根城博物館
Hikone Castle Museum

重
要
文
化
財

　刀

　銘 

長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹
（
個
人
蔵
）

脇
指

　銘 

長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹
（
当
館
蔵
）

脇
指

　銘 （
表
）長
曽
祢
興
里

　
　
　
　

 （
裏
）延
宝
五
年
二
月
吉
祥
日
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  Im
age:TNM

 Im
age Archives

重
要
美
術
品

　脇
指

　銘 （
表
）乕
徹
入
道
興
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
裏
）彫
物
同
作
（
個
人
蔵
）

小田籠手　銘 （馬手）於武州江戸作之
　　　　　　 （射向）長曽祢興里（東京国立博物館蔵）
　　　　　　　　　　　Image:TNM Image Archives

鉄黒漆塗十六間筋兜
　銘 長曽祢橘利宗（花押）（個人蔵）

梅樹透鐔　銘 （表）長曽祢當則作
             　　   （裏）越州住
　　　　　　　  （東京国立博物館蔵）
　　　    Image:TNM Image Archives

三つ巴透鐔　銘 才市作
　　　　　　  （個人蔵）

短
刀

　銘 （
表
）長
曽
祢
興
里
虎
徹
入
道

　
　
　
　

 （
裏
）同
作
彫
之

　寛
文
元
年
九
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Im
age:TNM

 Im
age Archives

福
井
県
指
定
文
化
財

　刀

　銘  （
表
）長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹

　
　
　
　

  （
裏
）本
国
越
前
住
人
至
半
百
居
住
武
州
之
江
戸
鍛
冶
之
工
精
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）

　
江
戸
時
代
前
期
の
刀
工
・
長な

が

曽そ

祢ね

虎こ

徹て
つ

は
、

彦
根
の
長
曽
根
村
に
起
源
を
も
つ
と
さ
れ
る

長
曽
祢
鍛か

冶じ

に
連
な
る
刀
工
で
す
。

　
長
曽
祢
鍛
冶
は
、
甲か

っ

冑ち
ゅ
うや

鐔つ
ば

な
ど
を
主
に

制
作
す
る
鍛
冶
集
団
で
、
虎
徹
も
元
は
甲
冑

師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
刀

工
に
転
向
し
て
数
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し

た
。
虎
徹
作
品
の
最
大
の
特
徴
は
、
最
上
の

斬
れ
味
を
持
つ
と
評
さ
れ
た
地じ

鉄が
ね

で
、
江
戸

時
代
に
活
躍
し
た
刀
工
の
中
で
も
、
抜
群
の

出
来
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
新
刀
随
一
と

も
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
彼
が
刻
ん
だ
銘め

い

の
変
化
も
注
目
し
た
い
特

徴
で
す
。﹁
虎
徹
﹂
の
名
は
、
刀
工
に
転
身

し
た
後
の
入
道
名
で
、
初
期
作
品
の
銘
で
は
、

そ
の
名
を
﹁
興お

き

里さ
と

﹂
と
だ
け
表
す
な
ど
、
制

作
時
期
に
よ
っ
て
名
前
や
漢
字
、
字
体
が
異

な
り
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
虎
徹
が
制
作
し
た
作
品
の

数
々
を
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

ま
た
、
長
曽
祢
鍛
冶
の
作
品
も
併
せ
て
展
示

し
ま
す
。
彦
根
ゆ
か
り
の
鍛
冶
に
よ
る
鉄
の

技
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。


